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１ 研究主題 
（１）研究主題   

「学力の向上と学習習慣の確立」 
～主体的学びを目指して、深い見方・考え方を育成する～ 

（２）研究主題設定の理由  
本校は、平成30、31年度の２カ年にわたり、埼玉県教育委員会の学

力向上研究校指定事業により、「①埼玉県学力・学習状況調査及び全
国学力・学習状況調査の結果等を活用し、学校における PDCAサイクル
の確立に向けた、実践的研究を目指す。②加配教員（数学）を配置し
小学校の算数の指導との連携を図る。③取組の成果は、次年度の前記
調査で検証し、効果のあった取組を県内に普及する。」等の取組を推
進することとなった。また、吉川市教育大綱にある「志」教育を受け
、「学力」「体力」「非認知能力」を高める授業が求められている。 

   今年度の埼玉県学力・学習状況調査の結果について分析を行ったと
ころ、本校の生徒の実態として以下のことが明らかとなってきた。  
ア 学力レベルについて、１～３年生ともに国語、数学は県平均と同程度

であり、英語は、県平均を上回っている。しかし、学力の伸びに目を
向けると、２、３年ともに数学に課題が見られる。 

イ 課題のある２年生の数学を中心にさらに詳細に分析を行ったところ、
次のことが明らかになった。 

① 基礎、基本の知識・技能において、県平均と比較して中間層で伸び
悩みが見られる。 

② 「数学的な見方や考え方」、記述式問題は県平均を上回っている。 
   昨年度、アクティブ・ラーニングの実施を推進することで、生徒に考え

を比較検討させるなど「数学的な見方や考え方」に向上が見られた半面、
反復学習時間の不足のためか、基礎・基本の定着に課題が見られた。分析
支援プログラムを活用して調べたところ、「数学の学力の伸びと、予習、
復習をすること」には、一定の関係性が見られたことから、中間層は、こ
の部分が不十分であると推察される。また、環境などの変化に伴う中１ギ
ャップの影響も考えられる。以上のことから、本研究主題を設定し、数学
を中心としながら、全教育活動で研究を進めることとした。 

 

主体的・対話的な学びで「わくわくする授業」を目指して 
～教師の熱意が生徒の学びの意欲を高める～ 
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２ 研究の実践 
（１）現状と課題を踏まえた仮説 
   研究指定内容及び本校生徒の実態から、学力向上を推進するために、次

の４つの仮説を立て、研究を始めることとした。 
ア 学力の伸びが見られた教科や問題の概要に関して、授業等を検証し、

効果的な指導方法等を学校全体で共有することで、学力を伸ばすことが
できるであろう。 

イ 「コバトンのびのびシート」などを活用し、学力の伸びが見られた生
徒とそうでない生徒の１年間の学習状況や生活などを分析し、その結果
に基づく取組を行うことで、「学力」や「学習方略」「非認知能力」の
向上につながるであろう。 

ウ 単元ごとにロードマップ（学習の進め方）を生徒に提示し、学習の見
通しをもって取り組ませれば、学力を伸ばすことができるであろう。 

エ 中１ギャップの解消のために、小学校の算数の学び方と数学の学び方
の連携を図ることが学力向上につながるであろう。 

 
（２）研究組織 

   研究仮説をもとに、今年度の研究体制を組織した。研究推進委員会におい
て、研究の全体計画、研究の具体的な取組内容を立案し校内研修を計画、実
施した。さらに、研究の進捗状況を確認、研究内容を修正しながら研究のま
とめを行った。 

   また、研究を推進するために「深い学び部会」と「非認知部会」を設置し
た。「深い学び部会」では教師の発問や話し合い活動など、生徒が主体的に
なるような授業の研究を行った。また、家庭学習などに課題があるため、見
通しをもたせた学び方などを検討した。 
「非認知部会」では学力・学習状況調査などを分析し、仮説などの検証を行
った。「コバトンのびのびシート」を作成し、生徒の学力の伸びとその要因
の究明を行った。また、中１ギャップの解消のために、学級活動を中心に学
級経営について検討を行った。 

（３）仮説をもとにした研究の具体的内容 
   校内研修において各組織で検討した結果を踏まえ、次の取組を行い、検

証を行っていく。 
ア 基礎基本の知識や技能を高めるために 
・授業の中で演習時間を確保し、小テストを繰り返し行う。 
・復習時に大切なことが分かるようなノートのまとめ方を身に付ける。 
・年間計画の見直しを行い、アクティブ・ラーニング、演習の時間をバラ 

ンスよく位置づける。 
・本校で日常的に実施している独自の学力向上問題テスト、「みどりの森（1  

年）、学習の塔（２年）、あおばテスト（３年）」に、コバトン問題集を活 
用し、基礎基本の定着を図る。 

イ 話し合い活動を充実させるために 
・学級活動を見直し、好ましい人間関係づくりをはぐくむ学級指導や「東 

中話し合いスタンダード」をつくりあげる。 
・自分の考えを持ち、人前でそれが発表できる生徒を育成する。 
・クラスで何事にも目標をもって取り組める学級をつくる。 
ウ 授業の改善を行う（学校全体の研修） 
・導入（つかむ）→展開（考える）→まとめ（理解し、理解を深める） 

  のように、１単位時間、１単元の学びに見通しをもたせて授業を展開し
アクティブ・ラーニングで友達と協働して進め、理解を深める。 

 ・まとめの過程では、理解したことを、自分の言葉でまとめさせ、可能な
限り振り返りの問題を解かせる。 

・全国学力・学習状況調査の調査問題を教員全員で解き、どのような授業
が求められているか検討する。 
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・授業研究会を行い、指導案検討（P）、研究授業（D）、協議（C）、
授業改善（A）のサイクルで教科をこえて「よいもの」を自分の授業
に取り入れてみる。 

エ 保護者との連携 
・保護者が、生徒の家庭学習の取組状況を評価する。 
・保護者に、生徒の家庭学習の取組状況を把握してもらう。 
・学校だよりや「コバトンのびのびシート」で、生徒の学びの状況を伝 

え、学力の伸びなどの頑張りをほめたり励ましたりする材料とする。 
・学校保健委員会主催の講演会で「脳のはたらき」などの講話を聞く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ 個別相談の定期的な実施 
・「コバトンのびのびシート」を活用して学習過程を振り返り、自分の伸び   

たところや伸びていないところの要因に気付かせアドバイスをしていく。 
・話し合い活動をする際の人間関係を教師が把握し、必要に応じた指導を 

行う。 
・県学調の個人結果票や「コバトンのびのびシート」の伸びの面でマイナス    

が著しい生徒の学習状況などを聞き取り調査し、改善策を講じる。 
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カ 小中の連携を図る 
・週１回、小学校の
算数の授業を、中学
校の教員も参観でき
る機会を設ける。 
・小学校の授業の良
い点を、中学校でも
共有する。 
・市教育研究会算数
数学部会や、小中連
絡会などで小学校の
先生に、中学校の授
業を参観していただ
き、指導法などにつ
いての協議を行う。 
・夏休みに、地区小・
中学校の合同研修会
を実施。 
・１学期に、中１ギャップの改善のための、１年生職員と、４小学校（栄
小・三輪野江小・旭小・関小）間での生徒の情報交換を実施する。 

 
３ 研究によって期待される成果 
  以上の研究を通し、次のような成果が期待できると考えている。 
 

（１）平成31年度の県の学力・学習状況調査の結果から 
  ①学力を伸ばした生徒の割合がどの学年も80％以上になる。 
  ②学習方略、非認知能力の数値が２、３年は、0.2伸びる。１年生は県の

平均を0.1上回る。 
  ③家庭学習がほぼ毎日続く生徒が、90％になる。 
  ④作業方略（ノートに書いたり、声に出したりといった作業を中心に学習

を進めること）が県平均以上になる。 
 

（２）学校評価アンケートから 
  ア 「家庭学習を毎日続けるようになった」と回答する保護者の割合が、

90％以上になる。 
  イ 「我が子が我慢強くなった」と回答する保護者の割合が、70％以上に

なる。 


